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作成 令和 2年 6月 30日 

摂津市議会議員 松本暁彦 

 

令和 2年第 2回定例会一般質問 ～本会議２日目 令和 2 年 6月 25 日～ 
議事録（抜粋） 

 

３ 時代ニーズに応じた墓地行政について 

 

〇松本議員 

３ 時代ニーズに応じた墓地行政についてですが、現状の墓地行政見直しが必要と

考えます。超高齢化により全国の墓地で、墓の無縁化が顕著になりつつある一方、年

間死亡者の増加が見込まれ、それに伴う墓地需要への対応が必要となるからです。 

そこで現在の市営墓地の募集状況や、無縁墓、墓じまいの傾向などについてお聞き

かせください。 

 

（略※） 

 

〇松方生活環境部長 

本市における墓地の現状についてのご質問にお答えいたします。 

市営墓地につきましては市内の 3カ所に合計 300 区画ございます。市営墓地の募集

につきましては、返還が生じた場合のみとなりますので、募集時期は定めておりませ

ん。直近では、平成 29 年度に 1区画、平成 30 年度に 1区画を募集しております。令

和元年度につきましては、返還が生じていないため募集は行っておりません。 

市営墓地使用者の承継につきましては、平成 29 年度 4件、平成 30 年度 3件、令和

元年度 10 件で推移しております。 

本市における墓地の改葬許可件数は、平成 29 年度 10 件、平成 30 年 12 件、令和元

年度 33 件で推移しており、増加傾向にあります。 

墓じまいにつきましては、承継者がいなくなった墓や遠方で管理ができないなどを

理由に墓を改葬する際に、解体、撤去することとなります。墓を撤去する際には、使

用権を返還する手続きを取ることとなり、その際、現在使用している墓所に関しまし

ては、更地の状態に戻して返還することとなります。改葬許可申請において墓じまい

の実施及び理由に関する記載を求めていないことから、件数等の把握はしておりませ

んが、納骨堂に改葬される事例もありますことから、墓じまいが一定数行われている

ものと思われます。 

 

（略※） 
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○松本議員 

次に墓地行政について、現状は理解しました。現状、市営墓地利用者が限定される

中、年間死亡者が全国で 2004 年約 103 万人のところ 2025 年には 150 万人を越える高

齢多死社会を迎えます。より多くの市民が活用できる墓地を検討すべきです。 

また市内共同墓地の管理者からも課題を聞いています。生涯独身者の増加や、生ま

れ育った地域を離れて暮らす人が増えるなどでお墓使用者の墓管理が困難となって

放置され無縁墓が増えることへの懸念を抱えています。 

そこで市として現状の墓地行政における課題について、墓地の市民ニーズも含めて

どうお考えかお聞かせください。 

 

〇村上議長 

 生活環境部長 

 

〇松方生活環境部長 

市営墓地におきましては、募集・承継・返還等を通じて適切に管理しておるところ

でございますが、当初の墓地使用許可から年数が経過しまして、使用者の転出・転居・

死去など、内容に変更が生じていることが見受けられております。 

このようなことから、現況調査を実施しまして、内容に変更が生じているものにつ

きましては、個別に対応しておりますが、今後も墓地の承継者・使用者の死去の増加

に伴い、墓地の承継や墓地の管理が困難なケースが生じる可能性が懸念されるところ

でございます。 

また現時点では、墓地の需要につきましては、墓地の空き状況等から希望者すべて

に供給することは現状困難であると考えております。 

 

〇村上議長 

 松本議員 

 

○松本議員 

墓地管理困難なケースの増加と需要に比して限られた市内墓地が課題として認識

いたしました。 

これら課題解決には、墓地管理困難者への墓じまいの促進、また狭い面積でも相当

数収骨できる、例えば高槻市にある合葬式墓地が挙げられます。なお墓じまいは次の

希望者利用に繋がります。そこで墓じまい及び合葬式墓地についてどうお考えかお聞

かせください。 

 

〇村上議長 

 生活環境部長 
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〇松方生活環境部長 

近年の少子高齢化や単身世帯の増加、社会情勢の変化など背景に墓地におきまして

も多様なニーズがあると認識しております。 

実際に墓地の移転や墓じまいに必要な改葬許可申請も増加傾向にありますことか

ら、市営墓地については引き続き適正な運営管理に努めてまいります。 

また、今後の墓地行政の選択肢の一つとして他市でも取り入れられておりますが、

複数の焼骨を合同で埋蔵する合葬式墓地につきましても、引き続き研究してまいたい

と考えております。 

 

〇村上議長 

 松本議員 

 

○松本議員 

現在進行中の高齢多死社会向けての墓地行政の方向性、そして市営及び共同墓地の

同様の課題にどう取り組んでいくのか、墓地における多様なニーズも踏まえ研究下さ

い。 

まずもって、墓じまい等での無縁墓防止の取組み促進、そして合葬式墓地の研究を

行って頂くよう要望致します。 

 

 

（音声データ等より作成） 

※当該質問に関係のない他の質問項目の部分は省略しています。 

 

＜質問項目一覧＞  

１ アフターコロナでの学校教育の充実について 

２ アフターコロナでの中小企業支援と相談体制強化について 

３ 時代ニーズに応じた墓地行政について 

４ 持続可能な次期一般廃棄物処理基本計画に向けて 

５ シティプロモーション戦略の具体化について 

６ 道路交通を含む中長期的なまちづくり整備について 

７－１ 新たな危機管理体制について 

７－２ 市の新型コロナウイルス感染症対策体制について 

８ 市のガバナンスについて 

 

 


